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「大きくなったら、ユーチューバーになりたいです。」長年、子どもに接する

仕事をしてきましたが、最近になって、耳にするようになった子どもの将来の

夢の職業です。私が子どもの頃（少し古すぎはしますが…）には、全く存在し

なかった職種です。AI の進歩、拡大のスピードには、計り知れないものがあ

り、近い将来、人間の従事が全く必要のない仕事、現在はない新しい職業が

たくさん生まれていくと、多くの学者や有識者が言っています。毎日の生活の

中でも、人の力を必要としない場面がどんどん増え続け、車は、両手を離し

ても走行したり、危険を察知して自動的に停止したりさえできるようになりま

す。文明の利器は、人間の能力を超えようとし、実際に超えてしまっている部

分も実に多くなったと感じてしまう毎日です。 

右に紹介したのは、ベネッセ教育総合研究所のインタビュー記事、東京大

学名誉教授、汐見稔幸氏による体験の勧めです。スマートフォンやタブレット

端末等、メディアから間接情報を得る機会が圧倒的に拡大していますが、実

体験も大切にしてほしい、実際に体験することで、間接情報と実体験がつな

がり、知識が腑に落ち、真の知性が身につくと語られています。保育者に向

けては、園で自然と遊ぶ技を身につけ、その楽しさを実感できるような保育を

ぜひ工夫してくださいと結ばれていました。 

真の知性も、一人ひとりの感性も個性も、豊かな自然の中で、美しいものと

の出会いの中で、多くの人と関わる中で、五感をしっかりと働かせながら実体

験を重ねることにより、膨らみ、深まります。実りの秋です。子どもたちに全身を思いっきりつかわせ、豊かな体験

をたくさんたくさんさせたいと、様ざまな行事や活動を進めています。 
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運動会の興奮も感動もさめやらぬところですが、みみょうフェスティバルを

目前に控え、保護者の皆様にも、準備に精を出していただいています。引き

続きのご支援に感謝の気持ちでいっぱいです。今、年少組から年長組まで、

それぞれの保育室では、子どもたちが大好きな「わにわに」の世界が広がっ

ています。また、雨で延期となった親子遠足でしたが、子どもたちの行きたか

った気持ちは、「ぼくたちわたしたちの動物園」づくりに発展し、保育園のらい

おん組さん（2 歳児）も招く活動にまで広がっていきました。先生たちも、作品

展では、そうした子どもたちの一人ひとりの日々の活動や表現が、十分に紹介できるように、また、一つひとつが

子どもたちの発想や活動として今後もしっかりと発展していけるように、知恵を出し合っています。 

形あるものはすべてが価値ある素材になります。小さなペットボトルのふた 1 つが、コップになり、動物の目にな

り、わにの体の模様になり…、子どもたちの想像の世界に限りはありません。子どもたちの刻こくと成長している創

造力や表現力をぜひとも楽しみに、お出でください。大切な知性や感性の芽を摘み取らないように、豊かな実体

験に基づく造形あそびを展開してまいります。                              

 

              園長  

「７つの曜日体験」 

【月】 星や月を見る。 

【火】 たき火をする。 

【水】 水遊びや川遊びをする。 

【木】 森の中で遊ぶ。 

【金】 金属に触れる。 

【土】 土遊びをする。 

【日】 太陽の出ているときに 

外遊びをする。 


